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大
町
公
園
内
の
自
然
観
察
園
は
、長な

が

田た

谷や

津つ

と
呼
ば
れ

る
細
長
い
谷
間
を
生
か
し
た
、水
と
緑
の
美
し
い
場
所
で

す
。豊
か
な
自
然
が
残
っ
て
い
て
、こ
の
時
季
は
草
花
が
芽
吹

き
、昆
虫
や
鳥
も
活
発
に
動
き
出
し
て
い
ま
す
。ま
た
、公
園

内
の
観
賞
植
物
園
は
、今
年
開
園
25
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

新
緑
が
ま
ぶ
し
い
大
町
公
園
を
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
動
植
物
園
）

新
緑
を
訪
ね
て
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　４月22日に行われた市川市長選挙で、村越祐民市長が決定

しました。当日の有権者数39万1,001人、投票者数は13万

2,822人、投票率は33．97％（前回30．76％）でした。

　なお、有効投票数は13万954票、各候補者の得票数は右の

通りです。

開票結果（得票順）

当選	村越ひろたみ	 46，143票
	 田中 甲	 42，931票
	 坂下しげき	 41，88０票

（選挙管理委員会）

村越祐
ひ ろ

民
た み

 市長が就任

▲︎当選証書を受けとる村越祐民市長





☎３２０･０６６８消費生活センター

の
説
明
や
実
演
な
ど
を
行
い
ま
す
。

５
月
17
日（
木
）午
後
２
時
～
４
時

30
分男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

申
込
順
20
人

５
０
０
円

☎
３
７
２・１
９
６
１ 

Ｒｅ-

い
ち
か
わ

（
庄
司
）

生
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
、①
調
理

の
と
き
、で
き
る
だ
け
食
材
を「
使
い

切
る
」②
食
事
の
と
き
、出
さ
れ
た
料

理
を「
食
べ
切
る
」（
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど

に
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
）③
生
ご
み

を
燃
や
す
ご
み
と
し
て
出
す
と
き
、

ひ
と
絞
り
し
て「
水
分
を
切
る
」。以

上
の
３
つ
の「
切
り
」を
意
識
し
て
く

だ
さ
い
。

（
循
環
型
社
会
推
進
課
）

 

募
集

♦
♦
♦

平
成
30
年
度 

成
人
式
実
行
委
員

平
成
31
年
１
月
13
日（
日
）に
文
化
会

館
で
開
催
す
る
成
人
式
の
実
行
委

員
を
募
集
し
ま
す
。成
人
式
の
企
画

内
容
の
検
討
会
議
、式
典
当
日
の
運

営
な
ど
を
行
い
ま
す
。新
成
人
は
も

ち
ろ
ん
、翌
年
度
成
人
を
迎
え
る
方

も
委
員
と
し
て
参
加
で
き
ま
す
。一生

に一
度
の
成
人
式
を
自
分
た
ち
の
手

で
作
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。詳
細

は
、市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

活
動
期
間 

６
月
～
平
成
31
年
２
月

講
小
林
文
明
氏（
防
衛
大
学
校
地

球
海
洋
学
科
教
授
）

申
込
順
50
人

☎
７
１
２・６
３
０
６
環
境
政
策
課

♦
♦
♦

未
来（
あ
し
た
）へ
の
道

１
０
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

縦
断
リ
レ
ー
２
０
１
８

青
森
か
ら
東
京
ま
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
と

自
転
車
で
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
を
縦
断
す
る
リ
レ
ー
で
被
災
地

の
方
と
絆
を
深
め
ま
す
。

７
月
24
日（
火
）～
８
月
７
日（
火
）

５
月
31
日（
木
）ま
で
に
Ｗｅ
ｂ
サ
イ

ト
か
ら
申
し
込
み（
右
記
二
次
元
コ
ー

ド
参
照
）

☎
０
３・３
２
５
５・５
６
１
３
運
営

事
務
局

（
ス
ポ
ー
ツ
課
）

♦
♦
♦

生
ご
み
資
源
化
講
座

生
ご
み
を
捨
て
ず
に
堆
肥
と
し
て
活

用
す
る
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
の
使
い
方

み
）、希
望
集
合
場
所（
文
化
会
館
ま

た
は
行
徳
支
所
）を
書
き
、５
月
24
日

（
木
）必
着
で
広
報
広
聴
課（
〒
２
７
２・ 

８
５
０
１
※
住
所
不
要
）。返
信
宛
先

は
代
表
者
と
し
て
く
だ
さ
い
。記
載

も
れ・重
複
申
込・郵
便
料
金
不
足
は

無
効
と
し
ま
す
。宮
内
庁
に
参
加
者

名
簿
を
提
出
す
る
た
め
、申
込
後
の

追
加・変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

公
開
抽
選 

５
月
29
日（
火
）午
後
０
時

15
分
／
仮
本
庁
舎
第
２
委
員
会
室

☎
７
１
２･

８
６
３
３
広
報
広
聴

課♦
♦
♦

市
川
市
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
協
議
会

講
演
会「
極
端
気
象
か
ら
身
を
守
る
」

夏
季
に
発
生
す
る
局
地
的
な
集
中

豪
雨
な
ど
、近
年
頻
発
す
る
異
常
気

象
等
に
つ
い
て
、そ
の
背
景
と
現
象

の
仕
組
み
を
解
説
し
ま
す
。

５
月
12
日（
土
）午
後
３
時
～
４
時

30
分（
開
場
は
30
分
前
）

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川

♦
♦
♦

火
お
こ
し
指
導
員
養
成
講
座

回
転
摩
擦
式
の
火
お
こ
し
道
具
づ
く

り
か
ら
、火
の
お
こ
し
方
ま
で
を
習

得
。受
講
後
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導

員
と
し
て
考
古
博
物
館
の
行
事
な

ど
で
活
躍
で
き
ま
す
。

５
月
～
10
月
の
第
３
土
曜
日
午

後
２
時
～
４
時
と
10
月
７
日（
日
）午

前
10
時
～
午
後
２
時

考
古
博
物
館

申
込
順
５
人

☎
３
７
３・２
２
０
２
同
館

♦
♦
♦

宮
内
庁
新
浜
鴨
場
見
学
会

６
月
19
日（
火
）、21
日（
木
）午
前

10
時
～
11
時
30
分

宮
内
庁
新
浜
鴨
場（
新
浜
２
の
５

の
１
）市内

在
住
の
方
、抽
選
で
各
35
人

往
復
は
が
き（
1
枚
4
人
ま
で
）に

参
加
者
全
員
の
申
し
込
み
事
項（
6

面
上
段
参
照
）と
希
望
日（
1
日
の

末
ま
で（
会
議
は
月
１
～
２
回
、午
後

６
時
30
分
～
８
時
30
分
開
催
予
定
）

応
募
状
況
に
よ
り
活
動
期
間
を
変

更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

活
動
場
所 

南
八
幡
仮
設
庁
舎

20
歳（
平
成
10
年
４
月
２
日
～
平

成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）、19
歳

（
平
成
11
年
４
月
２
日
～
平
成
12
年

４
月
１
日
生
ま
れ
）の
方

６
月
８
日（
金
）ま
で
に
直
接
ま
た

は
☎
３
２
０
・３
３
４
３
、Ｆ
Ａ
Ｘ

３
２
０・３
３
４
４
社
会
教
育
課
、市

イ
ベ
ン
ト
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か
ら
も
申

し
込
み
可

5月5日〜6月30日
（雨天などのため変更することもあります）

市がごみ集積所で回収する
缶・ビンとは異なります。

☎712-6301清掃事業課

大型ごみの申し込み（清掃事業課）
専用電話712-6300電話のかけ間違いに注意

※印は祝日を除く

【自治会】
市川グリーンハイツ（缶・ビン）····毎週金曜日※
市川パークハイツ（缶・ビン）····毎週金曜日※
市川大野パークホームズ（紙・布）···5/8・22、6/12・26
　   〃　   （缶・ビン）···毎週土曜日※
市川南（紙・布・缶・ビン）····毎週水曜日※
市川南３・４丁目（缶・ビン）····5/9・23、6/13・27
稲越（紙・布）·················5/12、6/9
大境（紙・布）·················5/24、6/28
　〃　 （缶・ビン）··········5/10・24、6/14・28
大芝原（紙・布・缶・ビン）····5/7・21、6/4・18
大町第３市営（紙・布）····5/20、6/17
　 〃　 　（缶・ビン）····5/12・19、6/2・16

鬼高（ビン）····················5/8・22、6/12・26
北方東部（缶・ビン）·····5/3・17、6/7・21
国府台町会（紙・布・缶・ビン）····5/14・28、6/11・25
国府台２丁目（紙・布・缶・ビン）····5/14・28、6/11・25
国分７丁目（缶・ビン）····5/16、6/6・20
幸１丁目（缶・ビン）·······5/17、6/7・21
幸２丁目（缶・ビン）·······5/17、6/7・21
塩浜市営住宅（缶・ビン）···5/11・25、6/8・22
塩焼３丁目ちどり（紙・布）···5/13、6/10
下貝塚２丁目（紙・布）····6/1
　     〃 　 （缶・ビン）····5/5・19、6/2・16
白幡（缶・ビン）··············5/8・22、6/12・26
新田２・３丁目（紙・布）····5/12・26、6/9・23

新田２・３丁目（缶・ビン）···毎週金曜日※
新八幡（紙・布）············5/8、6/12
    〃　（缶・ビン）··········5/8・22、6/12・26
曽谷第２（缶・ビン）·······5/15、6/5・19
曽谷第４（缶・ビン）·······5/7・21、6/4・18
宝１丁目（紙・布）··········6/7
　〃　 （缶・ビン）··········5/17、6/7・21
中国分（紙・布・缶・ビン）····毎週水曜日※
平田町会（缶・ビン）·····毎週木曜日※
宮久保台（紙・布）········5/12、6/9
　 〃 　（缶・ビン）·········5/9・23、6/13・27
八幡下町（缶・ビン）·····5/15、6/5・19
八幡門前（紙・布・缶・ビン）·····5/7、6/4

梨風苑（紙・布・缶・ビン）····5/17、6/7・21
若宮１丁目町会（紙・布・缶・ビン）····6/5
若宮２丁目町会（紙・布）·····6/6
　　 〃　　　（缶・ビン）·····5/16、6/6・20

【子ども会】
相之川（缶・ビン）··········毎週水曜日※
新井（紙・布）·················5/28、6/25
　〃　（缶・ビン）···········5/14・28、6/11・25
大洲（紙・布）·················5/20、6/17
   〃  （缶・ビン）··············毎週月曜日※
北国分（紙・布・缶・ビン）····毎週金曜日※
欠真間１丁目（紙・布）···5/15、6/19

道
路
中
心
線

2ｍ 2ｍ

部分が道路拡幅用地

日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所講師講内容内
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有
料
頒
布
場
所 

文
化
振
興
課
、

市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
、
総
務

課
、文
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、考
古

博
物
館
、歴
史
博
物
館

☎
３
０
０・８
０
２
０
文
化
振

興
課

〇
対
象
と
な
る
狭
あ
い
道
路

市
で
管
理
し
て
い
る
建
築
基

準
法
上
の
道
路
な
ど
で
あ
る

も
の

〇
申
請
に
必
要
な
条
件

敷
地
の
境
界
が
全
て
確
定
し

て
い
て
、道
路
拡
幅
用
地
の
分

筆
及
び
抵
当
権
な
ど
の
抹
消

が
可
能
で
あ
る
こ
と

☎
７
１
２・６
３
３
４
同
課

５
月
18
日（
金
）午
後
２
時
～
４
時

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
、申
込
順
36
人　

５
月
７
日（
月
）～
17
日（
木
）（
土・日
曜
日
を
除
く
）に

☎
３
２
０・０
６
６
８
ま
た
は
直
接
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

本
市
南
部
に
残
る
方
言
を

短
編
の
ド
ラ
マ
仕
立
て
で
分
か

り
や
す
く
紹
介
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ

「
行
徳
弁
講
座
」が
完
成
し
ま

し
た
。地
元
へ
の
愛
着
を
深

め
、言
葉
の
文
化
を
後
世
に
継

承
す
る
た
め
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、市
立
小・中
学
校

に
配
付
す
る
他
、市
立
図
書
館

で
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、市
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

【
市
川
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
チ
ャ

ン
ネ
ル
】で
も
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

さ
ら
に
下
記
の
場
所
で
有

料
頒
布（
５
０
０
円
）を
し
て
い

ま
す
。

　狭あい道路は、日常生活での交通だけでな
く、緊急時にも支障となります。市に道路拡幅
用地を寄付いただければ、寄付に必要な測量
分筆と道路拡幅用地整備を市で行います。
　また、測量分筆登記を自身で行う場合は費
用の一部（上限24万円）を補助します。詳しく
は、市公式Ｗｅｂサイトをご覧になるか建築指
導課にお問い合わせください。

　

５
月
は「
消
費
者
月
間
」で
す
。消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
も

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
業
務
を
は
じ
め
、出
前
消
費
者

講
座
、消
費
生
活
講
座
な
ど
の
啓
発
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。１
回
目
の
消
費
生
活
講
座
は
、フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ

ン
ナ
ー
を
講
師
に
招
き
、超
高
齢
社
会
の
、現
在
重
要
な
介

護
保
険
制
度
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

市
南
部
の
方
言
を
紹
介
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ

「
行
徳
弁
講
座
」
が
つ
い
に
完
成

狭
あ
い
道
路
対
策
事
業
の
申
請
を
受
け
付
け

い
き
い
き
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ

「
介
護
保
険
制
度
」を
知
ろ
う

消
費
生
活
講
座

５月は消費者月間
　

子
ど
も
の
事
故
は
、周
囲
の
大
人
た
ち
が
、

家
庭
内
な
ど
の
子
ど
も
の
身
の
回
り
の
環
境

に
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
を
払
い
、対
策
を
立
て

る
こ
と
で
予
防
で
き
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り

ま
す
。

　

消
費
者
庁
で
は
、「
子
ど
も
を
事
故
か
ら
守

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
し
、平
成
30
年
度

「
子
ど
も
の
事
故
防
止
週
間
」と
し
て
５
月
21

日
～
27
日
、子
ど
も
の
事
故
防
止
に
向
け
た
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の一

つ
と
し
て
、「
子
ど
も
安
全
メ
ー
ル
ｆｒｏｍ
消
費

者
庁
」で
子
ど
も
の
事
故
に
関
す
る
情
報
や
豆

知
識
を
携
帯
電
話
に
配
信
し
て
い
ま
す
。登
録

に
つ
い
て
は
、消
費
者
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
を
事
故
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
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特集 1

　つまみかんざしは、色鮮やかな布をつまんで花びらにし、これを組み合わせて作るものです。父の実
さんは特別な台座を考案し、特許を取得しました。また、つまみ細工の教室も開いています。

☎︎３３７-４５０６工房 穂積

　千葉県の風土と生活の中ではぐくまれ、受け継がれてきた

伝統工芸品を産業として発展させるために指定しています。

　指定にあたっては、「製造過程の主要部分が手工業的で

ある」「伝統的な技術や技法により製造されている」「主たる

原材料が、伝統的に使用されてきたもの」「おおむね10年以

上、県内で製造されている」などの基準があります。

　屏風は室内に立てて風をさえぎったり、
仕切りや装飾に用いたりする調度品で
す。田島さんは、下張り、蓑

み の

張り、蝶
ちょう

番
つがい

など
の伝統技法を使って制作しています。

　東京手描友禅の技法を継承しな
がら、現代的な図柄を取り入れるな
ど、新たな作品づくりにも取り組ん
でいます。

　20年ほど前からつまみかんざ
し作りを手伝っていました。昨年
ごろからは、跡を継ぐために本格
的に鍛錬を重ねています。幼い
ころより継ぐつもりはありました
が、根を詰めて細かい作業をす
る両親を見ていると、自分にもで
きるのか不安を感じていました。
父を超えることはなかなか難しい

と思いますが、父が培った技術
を次の世代につなげていきたい
と思っています。
　伝統的なかんざしだけではな
く、髪に留めやすい金具に替え
たり、日常的に使えるブローチを
作ったりして、時代に合わせたも
のにしていこうと思っています。

　私たちの作る江戸つまみかんざし
は、国内シェアのほとんどを占めていま
す。しかし今後は、かんざしを作るだけで
なく、息子には、彼のセンスで新しい道
を見つけてもらいたいと思います。

市内で見られる
江戸つまみかんざし

　穂積さん親子の作る江戸つまみかんざし
は、いちかわ観光・物産案内所で展示してい
る他、道の駅いちかわやアイ・リンク情報
コーナーで販売しています。また、市のふるさ
と納税の返礼品にもなっています。

市内外のイベントに参加
　父・実さんとともに市内外のイベント
にも参加し、実演や体験を通して江戸
つまみかんざしをＰＲしています。

　市内には100年以上の伝統を受け継いで作られ、日常生活で使
われてきた工芸品が数多くあります。平成29年度に、市内在住の
中䑓洋さんと穂積裕さんの2人が、新たに千葉県伝統的工芸品の
指定を受けました。2人とも親子二代にわたって指定を受け、伝統
技術とその思いを未来へつなぐために尽力しています。市では、市
内の伝統工芸品をイベントや市の施設で紹介するなど、その魅力
を市の内外へ広く伝えています。　 ☎７１１-１１４０商工振興課

父から技術の継承を受けつつ

江戸つまみかんざし

屏
び ょ う

 風
ぶ

手
て

描
が き

友
ゆ う

禅
ぜ ん

市内の千葉県指定伝統的工芸品制作者　今回の指定も合わせ、市内では６種類の工芸品で８人が指定を受けています。

千葉県指定伝統的工芸品とは

穂
ほ

積
づ み

 裕
ひろし

さん

（平成3年度指定）
穂

ほ

積
づ み

 実
みのる

さん（右）

田
た

島
じ ま

 義
よ し

弘
ひ ろ

さん 伊
い

藤
と う

 知
と も

子
こ

さん

父

（平成27年度指定）（平成22年度指定）

Photo by Akio
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　木象嵌は、切り抜かれた色合いの異
なる木片を、地板にはめ込み、模様や絵
などを作成する技法です。木目を生かし
たブローチやペンダントの他、木工品の
装飾を行っています。

　神社仏閣を飾る彫刻の技法を使い、
一つの木を彫って、神輿や山

だ

車
し

などの
彫像を生み出します。

　担ぎ方が違うと、神輿の形も変
わってきます。担ぐ人の身になって作
るということを信条として神輿を作っ
てきました。息子が進める神輿作り
の進化を尊重しています。

行徳神輿の歴史
　行徳は昔から神社仏閣が多い
地域でした。そのため、伝統的な宮
大工の技術が集約され、神輿作り
が盛んに行われました。かつて行
徳には、他に２軒の神輿店がありま
したが、今では中䑓さんのところだ
けになっています。

行徳神輿ミュージアム
　培った神輿の技術などを展示してい
ます。事前予約不要で見学できます。

月曜日～土曜日午前8時～午後5時
☎︎３５７-２０６１中台製作所（本塩

２１-３）
なお、中䑓さんの作る神輿は、「行徳ま
つり」「いちかわ市民まつり」などに登場
し、イベントを盛り上げています。

時代とともに進化させる

木
も く

象
ぞ う

嵌
が ん

行徳神
み

輿
こ し

木
も く

彫
ち ょ う

刻
こ く

市内の千葉県指定伝統的工芸品制作者　今回の指定も合わせ、市内では６種類の工芸品で８人が指定を受けています。

戸
と

島
じ ま

 甲
こ う

喜
き

さん

中
な か

䑓
だ い

 洋
ひろし

さん

（昭和60年度指定）
中
な か

䑓
だ い

 實
みのる

さん（左）

藪
や ぶ

崎
さ き

 保
や す

治
は る

さん

親子で受け継ぐ

父

　父から受け継いだ神輿作り
の思いや技は変えず、今の時
代の人に神輿の良さを分かって
もらえるよう、時代とともに進化
させることが、本当の意味で次
の世代に伝統を継承するという
ことだと思います。神輿に対す
る人びとの認識も変わってきて
いるので、神輿に詳しくない人に

も分かるよう、発注時に神輿の
装具パターンをシミュレーション
できるソフトを開発しました。私
が営む製作所では、神輿作りの
全工程を一貫して行っています
が、職人の制作現場を一般の
人にも見てもらうなど、神輿や技
術の良さが伝わるように努めて
います。

（平成19年度指定）（平成8年度指定）

いちかわの伝統工芸



00

険
証
を
持
つ
方
に
、市
内
の
協
力
歯

科
医
療
機
関
等
に
て
無
料
で
受
診

で
き
る
歯
科
口
腔
健
康
診
査
受
診

票
を
５
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す
。

受
診
期
間 

６
月
１
日（
金
）～
12
月

28
日（
金
）

昭
和
17
年
４
月
２
日
～
昭
和
18

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
証
を
お
持
ち
の
方（
対

象
外
あ
り
）

同
封
す
る
協
力
歯
科
医
療
機
関

一
覧
を
確
認
の
う
え
、各
自
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

☎
７
１
２・８
５
３
３
国
民
健
康
保

険
課
高
齢
者
医
療
担
当

る
方
も
希
望
に
よ
り
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

65
歳
以
上
の
方
で
身
体
障
害
者

手
帳
や
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
が
交
付
さ
れ
て
い
る
方（
等
級
の

条
件
あ
り
。必
ず
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

保
険
証
・
身
体
障
害
者
手
帳
な

ど
障
害
の
程
度
が
分
か
る
も
の・
認

め
印☎

７
１
２・８
５
３
３
国
民
健
康
保

険
課
高
齢
者
医
療
担
当

♦
♦
♦

後
期
高
齢
者
歯
科
口こ

う

腔く
う

健
康
診
査

市
内
在
住
で
後
期
高
齢
者
医
療
保

参
加
で
き
な
か
っ
た
場
合
５
カ
月
の

乳
児
も
可
。※
予
約
不
要
。市
川
公

民
館
は
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
の
来
館
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
・
福
祉

 
お
知
ら
せ

♦
♦
♦

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

（
６５
歳
以
上
で
障
害
の
あ
る
方
へ
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、75
歳
以

上
の
方
が
加
入
す
る
健
康
保
険
で

す
が
、65
歳
以
上
で一
定
の
障
害
が
あ

♦
♦
♦

発
達
相
談 

お
座
り
や
ハ
イ
ハ
イ
を
し
な
い
な
ど
、

子
ど
も
の
発
達
に
心
配
の
あ
る
方
の

個
別
相
談
。

６
月
15
日（
金
）／
保
健
セ
ン

タ
ー
、６
月
11
日（
月
）／
南
行
徳
保

健
セ
ン
タ
ー
、い
ず
れ
も
午
前
中

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

ひ
と
り
親
家
庭

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

合
格
支
援
事
業
給
付
金

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
及
び
児
童
が
高

等
学
校
卒
業
認
定
試
験
の
受
験
対

策
講
座
を
受
講
し
た
場
合
、受
講
修

了
時
及
び
試
験
合
格
時
に
受
講
費

用
の
一
部
を
支
給
し
ま
す
。事
前
申

請
が
必
要
の
た
め
、詳
し
く
は
子
ど

も
家
庭
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
７
１
１・０
６
７
９
同
セ
ン
タ
ー

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

４
カ
月
あ
か
ち
ゃ
ん
講
座

計
測
、育
児
や
離
乳
食
の
話
、個
別

相
談
、お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
。

４
カ
月
の
乳
児
と
そ
の
保
護
者

♦
♦
♦

歯
み
が
き
レ
ッ
ス
ン（
年
齢
別
）

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
歯
科
担
当

♦
♦
♦

パ
パ
マ
マ
栄
養
ク
ラ
ス

出
産
を
迎
え
る
夫
婦
の
食
事
の
ア
ド

バ
イ
ス・試
食
。

６
月
12
日（
火
）午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

保
健
セ
ン
タ
ー

出
産
予
定
日
が
平
成
30
年
８
月

～
10
月
の
妊
婦
と
そ
の
夫（
妊
婦
の

み
も
可
）申
込
順
36
人

試
食
代
50
円
程
度

母
子
健
康
手
帳
、筆
記
用
具

☎
３
７
７･

４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
栄
養
担
当

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

３
歳
児
健
康
診
査

①
６
月
６
日（
水
）・
20
日（
水
）

／
保
健
セ
ン
タ
ー
②
６
月
13
日（
水
）・

27
日（
水
）／
南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー
、

い
ず
れ
も
受
付
は
午
後
１
時
～
２
時

平
成
26
年
12
月
生
ま
れ
の
子
に
５

月
中
旬
ご
ろ
通
知
を
発
送
し
ま
す
。

※
４
歳
の
誕
生
日
以
降
は
受
診
で

き
ま
せ
ん
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

離
乳
食
教
室

離
乳
食
の
進
め
方
の
話
と
実
演
、試

食
。１
日
２
回
同
じ
内
容
で
実
施
。

◆
離
乳
食
教
室（
１
回
食
）

①
６
月
26
日（
火
）②
６
月
４
日

（
月
）・
21
日（
木
）

４
～
６
カ
月
児
の
保
護
者

◆
離
乳
食
教
室（
２
回
食
）

①
６
月
１
日（
金
）・
27
日（
水
）②

６
月
７
日（
木
）・
29
日（
金
）

７
・８
カ
月
児
の
保
護
者

①
保
健
セ
ン
タ
ー
申
込
順
各
35
人
②

南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー
申
込
順
各
24
人

時
間 

午
後
１
時
～
２
時
、午
後
２
時

30
分
～
３
時
30
分

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
栄
養
担
当

子
ど
も
・
教
育

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

①
６
月
５
日（
火
）・
19
日（
火
）

／
保
健
セ
ン
タ
ー
②
６
月
12
日（
火
）・

26
日（
火
）／
南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー
、

い
ず
れ
も
受
付
は
午
後
１
時
～
２
時

平
成
28
年
11
月
生
ま
れ
の
子
に
５

月
中
旬
ご
ろ
通
知
を
発
送
し
ま
す
。

※
内
科
健
診
は
、医
療
機
関
で
個

別
に
行
い
ま
す
。２
歳
の
誕
生
日

以
降
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

…エコボポイント対象（数字はポイント数）  　　…健康マイレージポイント対象（数字はポイント数） ●各公共施設にお越しの際は、公共交通機関のご利用をお願いします。00

※
往
復
は
が
き
の
場
合
は
返

信
用
の
あ
て
先
も
記
入 

※
熱
を
加
え
る
と
消
え
る
筆

記
用
具
は
使
用
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。 ①

行
事・講
座
名
な
ど

　
（
日
時・コ
ー
ス
も
）

②
住
所

③
氏
名（
ふ
り
が
な
）

④
年
齢（
学
年
）

⑤
電
話・Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

⑥
そ
の
他
必
須
事
項

申
し
込
み
事
項
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▼活動例…………………………
○残業などの保護者に代わり、保育園

への送り迎えや預かり
○保護者が病気のときやリフレッシュの

ための預かりなど
▼お礼……………………………
月～金曜日の午前7時～午後8時＝５００
円／1時間、土・日曜日、祝日、年末年始、
上記以外の時間＝６００円／1時間

☎３７７･５５０３同センター大洲本部、
☎７０１･２３２１同センター妙典支部

　

初
心
者
向
け
の
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
と
し
て
、

テ
ン
ト
設
営
や
飯
ご
う
炊
さ
ん
、カ
レ
ー
作

り
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。１
組

ご
と
に
ス
タ
ッ
フ
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

①
６
月
10
日
②
７
月
８
日
③
９
月
９

日
、い
ず
れ
も
日
曜
日
午
前
９
時
30
分
～

午
後
３
時（
荒
天
中
止
）

い
ち
か
わ
市
民
キ
ャ
ン
プ
場

市
内
在
住
の
家
族
、抽
選
で
各
回
12
組

市
イ
ベ
ン
ト
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か
ら
の
申

し
込
み
、ま
た
は
往
復
は
が
き
に
参
加
者

全
員
の
申
し
込
み
事
項（
上
段
参
照
）と
携

帯
電
話
番
号
を
書
き
、①
５
月
23
日（
水
）

②
６
月
20
日（
水
）③
８
月
22
日（
水
）ま
で

に
ス
ポ
ー
ツ
課（
〒
２
７
２・０
８
２
７
国
府

台
１
の
６
の
４
）

☎
３
７
３・３
１
１
２
同
課

　

小
学
４
〜
６
年
生
を
対
象
と
し
た
１
泊
２
日
の
キ
ャ
ン

プ
を
手
伝
う
高
校
生
以
上
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン・ク
ラ
フ
ト・野
外
炊
事・キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー・水
遊
び
な
ど
を
通
し
て
子
ど
も
と
の
関
わ

り
方
や
集
団
行
動
の
難
し
さ
、面
白
さ
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

７
月
21
日（
土
）午
前
８
時
30
分
～
22
日（
日
）午
後
２
時

少
年
自
然
の
家

高
校
生
以
上
の
学
生
、抽
選
で
16
人

６
月
10
日（
日
）の
事
前
研
修
会
、７
月
１
日（
日
）の
事
前

説
明
会
、７
月
21
日（
土
）～
22
日（
日
）の
開
催
当
日
の
全

て
に
参
加
で
き
る
人

５
０
０
円（
保
険
料
な
ど
）

は
が
き
に
申
し
込
み
事
項（
上
段
参
照
）、性
別
、携
帯
電

話
番
号（
所
有
者
の
み
）、学
校
名
、保
護
者
氏
名
、メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
、参
加
理
由
を
書
き
、５
月
25
日（
金
）必
着
で
青

少
年
育
成
課（
〒
２
７
２・０
０
２
３
南
八
幡
１
の
17
の
15
）

☎
３
８
３・９
４
１
９
同
課

　

グ
ル
ー
プ
活
動
を
基
本
と
し
た
野
外
活
動
や
遊
び

な
ど
、年
間
５
回
の
講
習
会
を
通
し
て
、集
団
で
活
動

す
る
力
や
生
活
す
る
力
を
養
い
ま
す
。夏
休
み
の
講
習

会
は
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
す
。

①
６
月
17
日（
日
）②
７
月
８
日（
日
）③
８
月
24
日

（
金
）～
25
日（
土
）（八
幡
会
場
）、８
月
25
日（
土
）～
26
日

（
日
）（
行
徳
会
場
）④
９
月
30
日（
日
）⑤
10
月
28
日（
日
）

の
全
５
回

八
幡
小
学
校
ま
た
は
行
徳
小
学
校（
会
場
を
選
択
）、

い
ち
か
わ
市
民
キ
ャ
ン
プ
場
、ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

小
学
５
・６
年
生
、抽
選
で
各
会
場
50
人

５
０
０
円（
別
途
キ
ャ
ン
プ
費
用
あ
り
）

申
込
用
紙（
学
校
や
子
ど
も
会
を
通
し
て
配
布
、市

公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）を
６
月

１
日（
金
）必
着
で
青
少
年
育
成
課（
〒
２
７
２・

０
０
２
３
南
八
幡
１
の
17
の
15
）に
郵
送
ま
た
は
持
参

☎
３
８
３・９
４
１
９
同
課

　生後2カ月～小学6年生までの子
どもの預かりや送迎を手伝う協力
会員として、祖父母世代の方、子育
てが一段落した方など、たくさんの方
が活躍しています。協力会員になる
には、入会説明会と研修会に参加し
てください。

ファミリーデイキャンプ開催

「いちかわ子ども村キャンプ」
学生ボランティア募集

わんぱくセミナー受講生募集

対 象
日程 ・ 受付時間

保健センター 南行徳
保健センター

赤ちゃん（１０～１１カ月児）
はじめての歯ブラシみがき

6月6日（水）
午前10時

6月13日（水）
午前10時

6月20日（水）
午前10時

6月27日（水）
午前10時

２歳児（２歳６カ月〜３歳未満児）
歯みがきとぶくぶくうがいの練習

6月11日（月）
午前10時・11時

6月28日（木）
午前10時・11時

３～４歳児
歯みがきチェック

6月11日（月）
午後３時

6月28日（木）
午後３時

会 場 日 程 受付時間
保健センター 6月22日（金） 第　1　子 9:30～9:45

第２子以降 9:45～１0:00南行徳保健センター 6月  8日（金）
大野公民館 6月14日（木）

9:4５～１0:00

妙典子育て
支援センター 6月15日（金）

信篤公民館 6月21日（木）
行徳公民館 6月22日（金）
市川公民館 6月28日（木）

▲子どもを優しく見守る学生ボランティア

（
子
育
て
支
援
課
）



２
時
50
分（
受
付
は
30
分
前
）

市
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
７
階
白
銀

の
間（
市
川
１
の
３
の
18
）

申
込
順
１
５
０
人

講
永
井
敏
雄
氏（
国
際
医
療
福
祉

大
学
市
川
病
院
循
環
器
内
科
部

長
）☎

３
７
５･

１
１
１
１
同
病
院
総

務
人
事
課

（
保
健
医
療
課
）

 

募
集

♦
♦
♦

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会

入
会
希
望
者
は
、次
の
い
ず
れ
か
の

説
明
会
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。資

格・経
験
不
問
の
仕
事
も
多
数
あ
り

ま
す
。①

５
月
９
日（
水
）／
ダ
イ
エ
ー

市
川
店（
市
川
１
の
４
の
10
）②
16
日

（
水
）／
行
徳
公
民
館
③
24
日（
木
）

／
全
日
警
ホ
ー
ル
④
30
日（
水
）／
南

行
徳
談
話
室
、い
ず
れ
も
午
後
２
時

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
、ま
た
は

年
度
内
に
60
歳
を
迎
え
る
、健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
方

各
回
前
日
ま
で
に
☎
３
２
６
・ 

７
０
０
０
同
セ
ン
タ
ー
平
田
事
務
所

（
地
域
支
え
あ
い
課
）

♦
♦
♦

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

認
知
症
と
介
護
に
つ
い
て
情
報
交
換

し
ま
し
ょ
う
。

５
月
15
日（
火
）午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
生
き
が
い
と
助
け
あ

い
Ｓ
Ｓ
Ｕ
市
川
１
階（
塩
焼
２
の
11
の

14
）認

知
症
ご
本
人
の
方
、ご
家
族
の

方
、関
心
の
あ
る
方

２
０
０
円

☎
３
５
９・９
８
８
８
同
法
人

（
地
域
支
え
あ
い
課
）

♦
♦
♦

視
覚
障
害
者
点
字
講
習
会

５
月
10
日
、24
日
、い
ず
れ
も
木

曜
日
午
前
10
時
～
正
午

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
セ
ン

タ
ー（
旧
八
幡
市
民
談
話
室
）

中
途
失
明
者
対
象（
新
会
員
募

集
中
）

☎
３
７
３・４
８
０
４
視
覚
障
害
者

福
祉
会（
久
保
）

（
障
害
者
支
援
課
）

♦
♦
♦

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ミ
ナ
ー

「
心
不
全
に
な
ら
な
い
た
め
に
、

そ
し
て
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
」

５
月
19
日（
土
）午
後
１
時
30
分
～

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

今
日
か
ら
で
き
る
糖
尿
病
予
防
講
座

医
師
に
よ
る
講
義
と
、管
理
栄
養
士

な
ど
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス（
試
食
あ
り
）

の
他
、軽
い
運
動
を
行
い
ま
す
。

６
月
15
日（
金
）午
後
１
時
30
分

（
受
付
は
15
分
前
）～
４
時

保
健
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住・在
勤
の
方
、申
込
順
50
人

１
０
０
円
程
度（
試
食
代
）

☎
３
７
７・４
５
１
１
同
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
講
座

５
月
16
日（
水
）午
後
１
時
30
分
～

２
時
30
分

高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
八
幡

健
康
と
介
護
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か 

体
と
介
護
者
の
健
康
を

学
ぶ申

込
順
15
人

☎
３
７
６・３
２
０
０
同
セ
ン
タ
ー

（
介
護
福
祉
課
）

加
入
し
、平
成
31
年
３
月
31
日
時
点

で
40
歳
未
満（
昭
和
54
年
４
月
１
日

以
降
生
ま
れ
）の
方（
40
歳
以
上
の
方

は
特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
）

平
成
31
年
１
月
31
日（
木
）ま
で

に
、国
民
健
康
保
険
課（
仮
本
庁
舎
）・

福
祉
課・大
柏
出
張
所
の
い
ず
れ

か
に
保
険
証
を
持
参

☎
７
１
２・８
５
３
２
国
民
健
康
保

険
課
資
格
給
付
担
当

♦
♦
♦

平
成
３0
年
度
国
民
健
康
保
険
税

は
口
座
振
替
の
全
期一括
引
き
落

と
し
が
で
き
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
の
年
税
額
を一
括

し
て
、第
１
期（
７
月
31
日（
火
））に
口

座
振
替
が
で
き
ま
す
。希
望
す
る
方

は
、毎
年
申
請
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
５
月
31
日（
木
）ま
で
に

国
民
健
康
保
険
課
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。☎７

１
２・８
５
３
４
同
課
保
険
税

担
当

♦
♦
♦

歯
と
お
口
の
相
談

在
宅
で
療
養
中
の
方
、身
体
に
ハ
ン

デ
ィ
を
抱
え
て
い
る
方
な
ど
の
歯
や

口
に
関
す
る
相
談
を
電
話
や
窓
口
で

受
付
、対
応
し
ま
す
。

月
～
金
曜
日
＝
午
前
９
時
～
午

後
５
時
、土
曜
日
＝
午
前
９
時
～

正
午市

川
市
歯
科
医
師
会
口こ
う

腔く
う

サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
八
幡
2
の
9
の
9
）

☎
３
３
２・０
１
８
７
同
セ
ン
タ
ー

（
健
康
支
援
課
）

♦
♦
♦

４0
歳
未
満
の

国
民
健
康
保
険
加
入
者
に

短
期
人
間
ド
ッ
ク
費
用
を
助
成

助
成
額 

保
険
税
を
完
納
し
て
い
る

方
は
７
割
、保
険
税
の
分
割
納
付
を

誓
約
ど
お
り
履
行
し
て
い
る
方
は
３

割受
診
期
限 

平
成
31
年
２
月
28
日

（
木
）国

民
健
康
保
険
に
６
カ
月
以
上

日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所講師講内容内

広報いちかわ　2018年（平成30年）5月5日　No.15917 支え合い

月
か
ら
五
月
上
旬
に
か
け

て
江
戸
川
に
鮎あ

ゆ

が
遡そ

上じ
ょ
うす

る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。松
戸

付
近
の
江
戸
川
で
は
定て

い

置ち

網あ
み

に
よ

る
鮎
漁
が
真
っ
盛
り
で
す
。若
鮎

は
関
東
各
地
の
川
の
上
流
に
放

流
用
と
し
て
出
荷
さ
れ
、釣
り
人

を
楽
し
ま
せ
る
よ
う
で
す
。鮎
は

秋
に
利
根
川
の
上
流
で
産
卵
し
、

稚ち

鮎あ
ゆ

は一気
に
海
に
下
り
ま
す
。冬

を
海
で
過
ご
し
成
長
し
た
若
鮎

は
、春
に
故
郷
の
川
を
遡
上
し
ま

す
。し
か
し
、若
鮎
に
と
って
最
初

の
難
関
が
江
戸
川
河
口
で
待
って

い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
行
徳
橋
北
詰
か
ら

行
徳
橋
を
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

橋
の
上
流
側
は
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
が

鳴
く
ア
シ
原
の
あ
る
川
辺
で
す
。

下
流
側
は
ト
ビ
ハ
ゼ
が
生
息
す
る

干
潟
の
あ
る
海
辺
で
す
。初
夏
か

ら
秋
に
は
ハ
ゼ
釣
り
で
お
お
い
に

賑
わ
い
ま
す
。こ
の
付
近
は
約
百

年
前
に
洪
水
対
策
と
し
て
幅

三
百
メ
ー
ト
ル
、延
長
二
．八
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
開
削
さ
れ

た
巨
大
な
放
水
路
で
す
。こ
れ
に

よって
当
時
の
行
徳
町
は
大
き
く

二
分
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、可か

動ど
う

堰ぜ
き

と
行
徳
橋
が
建
設
さ
れ
何

度
か
改
修
も
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。そ
し
て
今
も
、行
徳
橋
の
架

け
替
え
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

行
徳
橋
を
渡
っ
た
先

の
旧
江
戸
川
に
は
、約

七
十
五
年
前
に
作
ら
れ

た
水
門
と
閘こ

う

門も
ん

が
あ
り
、

そ
の
上
を
歩
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。水
門
は
塩
水

が
上
流
に
上
が
る
の
を

防
ぐ
施
設
で
す
。閘
門
は
、パ
ナ

マ
運
河
の
よ
う
に
前
後
の
水
門
の

開
閉
操
作
に
よ
り
水
位
を
調
節

し
、船
を
通
す
施
設
で
す
。そ
の

様
子
は
閘
門
の
上
か
ら
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。歴
史
の
あ
る
重

た
い
工
作
物
が
動
く
非
日
常
的

な
光
景
に
は
、思
わ
ず
気
持
ち
が

高
ぶ
り
ま
す
。

　
さ
て
、上
流
を
目
指
し
た
若
鮎

は
放
水
路
を
上
がって
来
る
と
可

動
堰
で
止
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

一方
、旧
江
戸
川
を
遡
上
し
た
若

鮎
は
水
閘
門
で
いっ
た
ん
足
止
め

さ
れ
る
も
の
の
、干
潮
時
に
少
し

開あ

く
水
門
や
船
の
通
行
の
際
に

開
く
閘
門
か
ら
、流
れ
込
む
よ
う

に
通
過
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
近
年
で
は
、国
交
省
が
鮎

の
た
め
に
閘
門
を
定
期
的
に
開
け

て
い
ま
す
。

　
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
建
設
事
業
の

歴
史
が
あ
り
、巨
大
施
設
が
今
も

現
役
で
動
い
て
い
る
江
戸
川
河
口

歩
き
は
見
応
え
十
分
で
す
。な

お
、水
閘
門
付
近
の
旧
江
戸
川
で

は
、千
葉
県
市
川
市
と
東
京
都

江
戸
川
区
の
境
界
が
定
ま
ら
な

い
県
境
未
定
地
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
も
全
国
的
に
珍
し
い
場

所
で
す
。

（
広
報
広
聴
課
）

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
水
辺
空
間

～
江
戸
川
河
口
を
歩
く
～

▲満開の桜の下、船が通過する江戸川閘門

　子どものかわいい写真、親子のベ
ストショット、頑張って作ったおもちゃ
やお弁当、ゴールデンウイークのお
出かけ写真など、トップページを楽し
く飾ってくれる写真をお待ちしていま
す。詳しくは市公式Ｗｅｂサイトをご
覧ください。

三

メール（ichikawa-picture@city.
ichikawa.lg.jp）に、件名＝いちかわっこ写
真館掲載希望、本文＝①写真のタイトル
②ペンネーム③メールアドレスを記入し、応
募する写真のデータ（１点）
を添付して送信（写真のタイ
トルと画像のみ公開します）

☎７１１-０６７７
子育て支援課

市内在住・在勤・在学の方
写真の規格 ＧＩＦまたはＪＰＥＧ形式のデジタル画像、ファイル容量４ＭＢ以下、縦横比３：４（横
長推奨）で、表示画像が鮮明で見やすいもの

搬
入
＝
７
月
５
日（
木
）午

前
10
時
～
11
時
30
分
、展
示

＝
７
月
６
日（
金
）～
８
日

（
日
）午
前
10
時
～
午
後
４

時
、搬
出
＝
７
月
９
日（
月
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時

文
化
会
館

市
内
在
住・在
勤
の
60
歳

以
上
の
方

市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
ま

た
は
、各
公
民
館・各
い
き
い

き
セ
ン
タ
ー・文
化
会
館・大

柏
出
張
所・

福
祉
課・南

行
徳
市
民
セ
ン
タ
ー・市
川

駅
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー・

地
域
支
え
あ
い
課（
分
庁
舎
Ｃ
棟
）

で
配
布
の
申
込
用
紙
を
５
月
31
日

（
木
）ま
で（
消
印
有
効
）に
郵
送
ま

た
は
持
参
で
地
域
支
え
あ
い
課

☎
７
１
２・８
５
１
８
地
域
支
え

あ
い
課

絵
画

書

俳
句
工
芸
手
芸
写
真

　

60
歳
以
上
の
方
が
た
に
よ
る
絵
画
、書
、俳
句
、工
芸
、手
芸
、写
真
の

展
示
会
で
す
。日
頃
か
ら
磨
い
て
い
る
技
能
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

明
青
展
作
品
募
集

子育て応援サイト
「いちかわっこＷＥＢ」へ
写真を掲載しませんか

▲応募はこちらから
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す
で
に
身
近
に
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た

外
来
種
で
も
、市
内
に
は
ま
だ
生
息
し
て
い
な

い
場
所
が
あ
り
ま
す
。私
た
ち
や
生
き
も
の
の

暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、３
つ
の
原
則
を
守
っ

て
外
来
種
を
こ
れ
以
上
広
げ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
「
外
来
種
」は「
外
来
生
物
」と
も
呼
ば
れ
、

明
治
時
代
以
降
に
人
の
手
に
よ
っ
て
海
外
か

ら
持
ち
込
ま
れ
た
動
植
物
の
こ
と
と
さ
れ
て

き
ま
し
た
。現
在
で
は
国
内
で
あ
っ
て
も
、本

来
の
生
息
地
と
は
別
の
場
所
へ
持
ち
込
ま
れ

た
場
合
は
、外
来
種
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

外
来
種
は
、在
来
種
を
食
べ
た
り
、生
息
環

境
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
て
、生
態
系
に
悪

影
響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

別
の
場
所
か
ら
生
き
も
の
を
持
ち
込
む
の
は

や
め
ま
し
ょ
う
。外
来
種
を
持
ち
運
ん
で
別
の
場

所
へ
放
す
と
、そ
こ
に
い
た
在
来
の
生
き
も
の
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。ま
た
、市
内
で
あ
っ

て
も
、む
や
み
に
生
き
も
の
を
別
の
場
所
へ
移
す

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

外
来
種
に
限
ら
ず
、一
度
飼
い
始
め
た
ら
最
後

ま
で
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

　

ペ
ッ
ト
が
大
き
く
な
り
、飼
い
き
れ
ず
に
捨
て

て
し
ま
う
事
例
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。例
え
ば
ア

カ
ミ
ミ
ガ
メ
も
、捨
て
ら
れ
た
も
の
が
や
が
て
大

き
く
な
り
、川
で
水
草
を
食
べ
荒
ら
し
て
い
ま
す
。

　

外
来
種
を
野
外
へ
捨
て
た
り
、逃
が
し
た
り
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ペ
ッ
ト
以
外
で
も
、外
来
種
を
別
の
場
所
へ
持

ち
運
ん
で
放
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　通称ミドリガメ。ペットとし
て輸入されました。今ではあ
ちこちの川や池で貴重な水草
などを食べ荒らしています。

　美しい黄色い花を咲かせ、
花ショウブと似ていますが、
他の水辺の植物を追い出し
ているやっかいもの。

　食用ガエルのエサとして
持ち込まれました。食欲旺盛
でヤゴ（トンボの幼虫）の天
敵。

　緑化や観賞用に持ち込ま
れました。一度植えると、他
の野草を追い出し、自分たち
だけが増えすぎてしまいま
す。

身
近
な
外
来
種

入
れ
な
い

捨
て
な
い

広
げ
な
い

外来種ってなんだろう

外来生物と正しい付き合い方 「入れない」・「捨てない」・「広げない」

野
生
生
物
と
正
し
く
接
し
よ
う

生
態
系
を
守
る
た
め
に

　

道
ば
た
に
咲
く
き
れ
い
な
花
や
、川
や
水
辺
で
見
か
け
る
生
き
も
の
。そ
の
中
に
は「
外
来
種
」と
呼
ば
れ
る
生

き
も
の
も
た
く
さ
ん
い
て
、生
息
地
を
広
げ
な
い
た
め
取
り
扱
い
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。ま
た
、野
生
生
物
へ
の

餌
や
り
が
意
図
せ
ず
近
隣
住
民
の
迷
惑
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。野
生
生
物
と
の

正
し
い
付
き
合
い
方
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

☎
７
１
２・６
３
０
７
自
然
環
境
課

アカ
ミミガメ

キショウブ

ア
メリ
カザリガニ

オ

オキ
ンケイギク

カダヤシ

　ボウフラ駆除のため持ち
込まれました。メダカを襲っ
て追い出します。
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野
生
生
物
は
、自
分
た
ち
の
餌
を
採
れ
る
場
所
に
や
っ
て
き
て
、

餌
が
な
く
な
れ
ば
、ま
た
新
た
な
場
所
に
行
き
ま
す
。私
た
ち
が
過

度
に
餌
や
り
を
し
な
く
て
も
、自
分
た
ち
で
生
き
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

餌
や
り
を
始
め
る
と
、そ
の
場
所
に
だ
ん
だ
ん
と
野
生
生
物
が

集
ま
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。生
き
も
の
の
数
が
増
え
れ
ば
、

餌
や
フ
ン
の
量
が
増
え
、道
路
や
建
物
が
汚
れ
、近
隣
の
方
に
と
っ

て
迷
惑
と
な
り
ま
す
。

　

生
き
も
の
は
、自
然
界
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
生
き
て
い
ま
す
。特

定
の
生
き
も
の
に
餌
を
与
え
続
け
る
と
、そ
の
生
き
も
の
だ
け
が

増
え
て
い
き
、や
が
て
他
の
生
き
も
の
の
餌
が
奪
わ
れ
た
り
、そ
の

場
所
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
り
し
て
し
ま
う
な
ど
、生
態
系
の
バ
ラ

ン
ス
を
崩
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
身
近
に
は
、た
く
さ
ん
の
野
生
生
物
が
暮
ら
し
て

い
ま
す
。駅
前
や
住
宅
地
に
ハ
ト
や
カ
ラ
ス
な
ど
の
鳥
が
飛
来

し
、川
沿
い
で
は
ユ
リ
カ
モ
メ
な
ど
の
水
鳥
が
餌
を
探
し
て
い

ま
す
。こ
の
よ
う
な
生
き
も
の
た
ち
へ
の
過
度
な
餌
や
り
が
、

苦
情
や
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

外
来
種
も
繁
殖
す
る
と
、生
態
系
の
中
に
組

み
込
ま
れ
た
り
、数
が
増
え
す
ぎ
た
り
し
て
、

駆
除
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。ま
ず
は
、

外
来
種
の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

か
つ
て
は
人
気
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
も

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、実
際
に
は
成
体
に
な
る
と

凶
暴
で
、飼
い
き
れ
ず
に
逃
が
さ
れ
た
こ
と
が
野

生
化
の
始
ま
り
で
す
。雑
食
性
で
、小
動
物
か
ら

農
作
物
ま
で
何
で
も
食
べ
て
し
ま
う
た
め
、生
態

系
や
農
業
へ
の
被
害
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
に
も
出
没

過
去
３
年
間
で
14
頭
の
ア
ラ
イ
グ
マ

（
行
徳
地
区
11
頭
・
八
幡
・
大
野
・
国

分
地
区
そ
れ
ぞ
れ
１
頭
）が
捕
獲
ま

た
は
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、注
目
さ
れ
た
の
が
南
米
原
産
の「
ヒ
ア
リ
」で
す
。人
体
に
と
っ

て
危
険
な
ば
か
り
か
、生
態
系
や
農
業
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
る

「
特
定
外
来
生
物
」で
す
。平
成
29
年
は
国
内
で
26
件
の
発
見
事
例
が
あ

り
ま
し
た
が
、市
街
地
に
定
着
し
た
事
例
は
な
く
、環
境
省
は
港
湾
等
で

の
水
際
対
策
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

顔
耳の縁と
ヒゲが白い

体長
２～６mm 尾

尾に黒い
シマがある

色
主に赤茶色
体色は赤褐色
腹部が黒色

　自然環境課では、アライグマが市に定着す
ることを防ぐため、目撃場所近くに捕獲機材

（箱わな）を設置し、捕獲・殺処分を行ってい
ます。箱わなの設置にご協力ください。簡単
な方法で管理することができます。

見つけたら自然環境課へご連絡ください。

　

市
内
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
在
来
の
ア
リ
が
生
息
し
、身
近
な
昆
虫

と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、在
来
の
ア
リ
は
、ヒ
ア
リ
を
攻
撃

し
、ヒ
ア
リ
が
広
が
る
ス
ピ
ー
ド
を
遅
め
て
く
れ
ま
す
。ヒ
ア
リ
を
疑
っ
て

む
や
み
に
他
の
ア
リ
を
殺
す
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

ア
リ
の
巣
駆
除
は
ち
ょっ
と
待
っ
て

　

も
し
、疑
わ
し
い
ア
リ
を
見
つ
け
た
場
合
は
、環
境
省
の
ヒ
ア
リ
相
談
ダ

イ
ヤ
ル
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ヒ
ア
リ
相
談
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
０
５
７
０・
０
４
６・
１
１
０

受
付
日
時 

土
日
祝
日
を
含
む
毎
日（
年
末
年
始
を
除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時

疑
わ
し
い
ア
リ
を
見
つ
け
た
ら

ア
ラ
イ
グ
マ

餌
は
自
分
で
探
す

近
隣
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
も

一つ
の
生
き
も
の
が
増
え
す
ぎ
る

ヒ
ア
リ

見つけたら特に注意

野生生物は  餌やりせず  そっと見守って

出典：環境省ホームページ（https://www.env.go.jp/nature/intro/2outline/list.html）
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 講座・催し
♦♦♦
季節を感じる散策会「春の田んぼ」
田植えが終わったばかりの田んぼの風景を
楽しみます。

５月２０日（日）午前１０時（動物園券売所
前集合）～１１時３０分（荒天中止）

☎３３９-０４７７自然博物館
♦♦♦
江戸川クリーン作戦
国土交通省と江戸川沿い２区１１市町によ
る江戸川クリーン作戦。市民の憩いの場であ
る江戸川をみなさんの手できれいにしません
か。今回は江戸川に生息する生物と触れ合
えるコーナーを設置します。また、「江戸川・水
フェスタｉｎいちかわ」も同日に開催（詳細は次
号でお知らせします）。江戸川をきれいにし
て、各イベントにご参加ください。

５月２６日（土）午前９時（個人参加は水色
ののぼり旗に集合）～１０時（小雨決行・荒
天中止）　

江戸川河川敷
団体参加のみ５月18日（金）までに☎７１２

-６３１７循環型社会推進課
♦♦♦
水木洋子邸 一般公開
展示テーマ 「水木邸公開１５年に寄せて」

５月１２日（土）・１３日（日）、２６日（土）・２７日
（日）、いずれも午前１０時～午後４時

☎３２０-３３３４文学ミュージアム（月曜日
休館）	
♦♦♦
男性の料理教室

「はじめての男子メシ」を作ってみませんか
昔は「男子厨

ちゅう

房
ぼ う

に立たず」と男性はあまり料
理をしませんでしたが、時代は変わり、共働き
家庭も増え、男性も台所に立つことが多くな

りました。初心者の方でも安心して調理がで
きるよう基本から学びます。 

６月３日・２４日、いずれも日曜日午前１０時
～午後１時 

男女共同参画センター
市内在住・在勤・在学の１５～６０歳まで

の男性、申込順１６人
２,０００円
申し込み事項（６面上段参照）を書き、５月

２０日（日）必着でＦＡＸ３２２-６８８８またはメール
（右記二次元コードからアクセ
ス可）で男女共同参画課

☎３２２-６７００同課
♦♦♦
ZOOワンポイントガイド—エミュー—
大きなトリ、エミュー。「怖そう」ってよく言われ
るけど、ホントのところはどうなのかお話しし
ます。

5月13日（日）午後3時

動植物園エミュー舎前
入園料のみ（高校生以上４３０円、小中

学生１００円）
☎３３８-１９６０動植物園

♦♦♦
「ボランティアガイド市川案内人の会」
によるウオーキング「バラを訪ねて」
コース（約８キロメートル） ＪＲ市川大野駅（改
札口周辺午前９時55分集合）→万葉植物
園→大野城跡→法蓮寺→駒形大神社→
動植物園バラ園（昼食）→長田谷津→禮

ら い

林
寺→天満天神宮→ＪＲ市川大野駅（解散）

５月２２日（火）午前１０時～午後３時（小雨
決行）

昼食・飲み物
☎３２４-７７５１同会（いちかわ観光・物産

案内所）第１月曜日を除く午前１０時～午後
４時

（観光交流推進課）
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市民の花として親しまれているバラ。市内には多くのバラ園があり、
さまざまな色と香りの花ばなを身近な場所で楽しむことができます。美しく咲き誇るバラを見に行きませんか。

パンフレット配布場所 各公民館、市役
所、行徳支所、大柏出張所、市川駅行
政サービスセンター、南行徳市民セン
ター、いちかわ観光・物産案内所、メディ
アパーク市川、シャポー市川。市公式
Webサイトからもダウンロード可

初夏の庭／5月12日（土）・13日（日）、
午前10時～午後4時（会場により公開
日時が異なります。両日雨の場合、一部
の庭は5月19日（土）が予備日となります）

市内46カ所
☎７１２-８５９７まち並み景観整備課

　市民の方が丹精込めて作った庭や花壇を期間限定で公開するオープンガー
デンを開催。5月の「初夏の庭」では、バラがきれいな庭も多数参加します。訪れて
みてはいかがでしょうか。詳しくはパンフレットや市公式Webサイトをご覧ください。

５月１９日（土）午前１０時～午後３時（雨天の場合は２０日（日）に順延）
里見公園
消防音楽隊による吹奏楽演奏、バラ・季節の草花販売、バラのボランティアに

よるオープンカフェ、朝採り新鮮野菜の販売、市川土産「いちかわバラ物語」の販
売、フリーマーケット

☎３１８-５７６０（公財）市川市花と緑のまちづくり財団　　　　  （公園緑地課）

いちかわオープンガーデン開催

５００円
往復はがきに出店内容（飲食物は不可）と申し込み事項

（６面上段参照）を書き、５月１０日（木）必着で同財団
（〒２７２-０８２７国府台３-９-１里見公園内）

フリーマーケット出店者募集

咲き誇る   市民の花バラ

　１年で最も美しく咲く春のバラに囲まれながら、すてきなひとときを
お楽しみください。

いちかわローズフェア開催

▲動植物園 ▲須和田公園

▲広尾防災公園 ▲里見公園

▲普段は見られない個人宅の庭が公開されます
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●墨彩あそび/５月１０日（木）～１３日（日）午前１０
時～午後５時（１３日は４時まで）/八幡市民会館（全
日警ホール）/日本書道振興会/☎３２２-２８２２大出
●叱らない子育てイヤイヤ期の対応/5月13日

（日）午前10時〜11時30分/アイ・リンクルーム/
要申し込み/NPO法人ままる子育てコミュニケーショ
ン/☎322-0030蓮見
●第１０回フォトじゅんさい写真展/５月１７日（木）
～２０日（日）午前１０時～午後５時（１７日は正午から、
２０日は午後３時まで）八幡市民会館（全日警ホー
ル）/フォトじゅんさい/☎３３７-１４１７矢田（夜間）
●障がいがある人の絵画展示会/５月１７日（木）～
１９日（土）午前１１時～午後５時（１９日は３時まで）/
文化会館/市川南ライオンズクラブ（ハートアート展）
/☎０７０-１４７３-０３７３市川南ライオンズクラブ
●金管アンサンブルブリス 演奏会/５月１９日

（土）午後２時～３時/アイ・リンクタウン展望施設
/金管アンサンブルBliss（ブリス）/☎０８０-３４１８-
８１６３中野（昼間）
●伊藤真氏公演と松崎菊也氏トーク/５月１９日

（土）午後２時～５時３０分/メディアパーク市川グ
リーンスタジオ/７００円（学生無料）/市川憲法集会
実行委員会/☎３５７-９４２０村上
●第６８回チャリティーカラオケ大会/５月２０日

（日）正午～午後５時/八幡市民会館（全日警ホー
ル）/市川カラオケ連合会/☎３３４-０３０４稲垣
●懐かしの青春フォークが甦る/５月２０日（日）午
後１時～２時/観賞植物園/ＦＯＬＫ・Ｌ＆Ｇ/☎０９０-
２６６０-２６６２合田
●Dスペースダンスパーティー/5月20日（日）午
後1時〜4時30分/南行徳市民談話室/1,000円/
社交ダンスサークル ダンススペース/☎090-3591-
9333手嶋（夜間）
●春の「煎茶と遊ぶ会」/5月20日（日）午後2
時30分〜4時/じゅん菜池緑地 茶室「登龍庵」
/3,000円/要申し込み/煎茶と遊ぶ会/☎090-
6047-2470吉田
●第１５回絵の会・公孫樹水彩画展/５月２３日

（水）～２７日（日）午前１０時～午後５時（２３日は正

午から、２７日は午後４時まで）八幡市民会館（全日
警ホール）/絵の会・公孫樹/☎０９０-７２８８-２１１３
門倉
●市川市さつき盆栽会 花季展/5月25日（金）～
27日（日）午前9時30分～午後4時30分（27日は
午後3時30分まで）/観賞植物園/市川市さつき盆
栽会/☎090-2620-3999板垣
●ポピーの花体験講習会/5月25日（金）午前10
時30分〜午後1時/市川公民館/1,200円/要申し
込み/アートフラワーの会/☎373-1353石井
●唱歌ボランティア養成講座/5月26日、6月2日･
9日いずれも土曜日他1日（体験日）午前10時30分
〜正午/市川公民館/2,000円/要申し込み/歌の
ボランティア･シャンテ/☎336-4107小沢
♥第26回真間川歩け歩け大会/5月27日（日）午
前9時〜正午/消防局前小公園集合/大人500
円、小学生以下300円/要申し込み、当日参加可/
鬼越ふるさと会/☎334-6676山田
●森のフルート教室発表会/5月27日（日）午後
0時30分～3時30分/木内ギャラリー/☎050-
3573-2582森のフルート教室おまり
●ビートルズトリビュートライブ/5月27日（日）午
後1時30分〜3時30分/メディアパーク市川グリー
ンスタジオ/☎090-5553-9646渡辺
●第25回定期演奏会/5月27日（日）午後2時～
4時30分/文化会館/ブラスムジークシュベルマー/
☎080-4346-6419渡邉
●ラーラ・マンドリン第41回定演/5月27日（日）
午後2時～4時30分/文化会館/ラーラ・マンドリン
クラブ/☎327-2123中原
●日舞千歳流 千

チ

寿
ズ

瑠
ル

会/5月28日（月）午前11時
30分～午後4時/文化会館/千寿瑠会（ちずるか
い）/☎378-4546山﨑
●「ダーツ体験教室」初心者歓迎/5月29日（火）
午前10時～11時30分/西部公民館/要申し込み/
市川西部ダーツクラブ/☎090-8804-1537林（昼
間）
●市川シニアアンサンブル演奏会/5月29日

（火）午後1時30分～3時30分/文化会館/市川
シニアアンサンブル/☎090-9585-5041鎌田
●語って伝える市川の民話講習会/6月8日（金）
～10月12日（金）全10回（9月30日駅南文化祭へ
参加）午前10時～正午/市川駅南公民館/テキス
ト2冊代500円/要申し込み/語り部サークル・根っ
この会/☎372-7574佐藤
●不登校経験者の体験談と懇談会/6月9日（土）
午後1時30分～5時/勤労福祉センター本館/800
円/要申し込み/クリオネ（不登校の親の会）/☎
379-7519波多野

語学・教育
●楽しく役に立つ韓国語講座です。/毎週水･木
･金曜日。レベルに応じ4クラス（各80分）午後6時
〜9時/アイ・リンクルーム/入会金34,000円（年38
回諸経費含む）/民団市川･浦安韓国語講座/☎
373-3834金（昼間）

●ネイティブと学ぶ実用的英会話/第1〜4火曜
日午後3時〜4時/西部公民館/月3,500円、会場
費500円/Rose英会話/☎090-5599-4820小㟢
●聞き方･話し方を学ぼう/第2火曜日午後6時
50分〜8時50分/行徳公民館/入会金1,000円、
月300円/話し方サークル「キラリ」/☎080-5447-
2051吉村

スポーツ・健康
●やさしい練功第18法（60才以上）/第1･3火
曜日午前10時〜正午/いきいきセンター塩浜/2カ
月1,000円/練功第18法同好会/☎396-9187堀
越（昼間）
●のびのび健康体操（60才以上）/第1･3木曜
日午前10時〜正午/いきいきセンター塩浜/月500
円/のびのび体操同好会/☎315-7664川上（夜
間）
●肺機能や体調を改善･健康吹矢/第1〜3月曜
日午後1時30分〜4時/行徳公民館/月2,000円/
さろん和の輪･みやび/☎359-7281菅原（夜間）
●中国医療保健体操「練功十八法」/月3回木曜
日午後2時〜3時30分/アイ･リンクタウン展望施
設他/1回500円、年会費3,000円/市川練功の会
/☎090-5330-8297小島（昼間）
●元気で長生き練功十八法/第1〜3水曜日午後
3時〜5時/菅野公民館/月1,500円/練功十八法
を楽しむ会/☎375-4029相澤（昼間）
●ユッタリ太極拳で元気いっぱい/第1〜4木曜
日午後7時〜8時30分/行徳公民館/月1,000円/
日本健康太極拳木曜会/☎080-6682-9096石井

（夜間）
●60才からの健康管理に。太極拳/第1〜4金
曜日午前10時〜正午/いきいきセンター塩浜/3カ
月1,000円/楊名時24式太極拳/☎090-4449-
2671今井

舞踊・ダンス
●フラダンス始めませんか60才〜/第2･4火
曜日午前10時〜正午/いきいきセンター塩浜/月
1,000円/フラダンスホ･アロハ/☎090-7849-
1344島田（昼間）
●多少経験のある方･男性歓迎/毎週水曜日午
前9時30分〜11時30分/東部公民館/月3,500
円もしくは1回1,000円/ダンスサークルチャチャ/☎
080-1148-1926梅松
●日本舞踊藤間流/月4回水曜日午後2時〜4時/
中央公民館/月5,000円/寿々の会/☎090-5336-
9676廣部（夜間）
●日本舞踊新舞踊等大人から子供/第1〜4水曜
日正午〜午後5時/中央公民館/入会金3,000円、
月5,500円、雑費1,000円/紫派藤間流富微恵会
/☎090-2175-3864亀田（昼間）
●楽しいフラでアンチエイジング/第1･3･4木
曜日/文化会館/入会金3,000円、月2,000円/
ナー･プア/☎090-4608-7649藤山
●はじめてのフラダンス 親子歓迎/第2･4火曜
日午後7時30分〜8時30分/西部公民館/入会金
3,000円、月2,800円/KWUM HULA Luana/☎
375-3751岸本（夜間）

●おどってじんせいばらいろ。/第1〜4日曜日午
後1時〜5時/本八幡地域ふれあい館/彩美会/☎
377-1184平野（夜間）

音楽・芸能
●60才以上で謡曲稽古初心者歓迎/第1･3水
曜日午前10時〜正午/いきいきセンター北方/入
会金1,000円、月1,000円/謡曲同好会/☎335-
1184姫野（夜間）
●カラオケみやこ会。女性のみ/第2･4日曜日午
前11時〜午後2時/行徳公民館/月3,000円/みや
こ会/☎090-1768-8442渡辺（夜間）
●観世流謡曲（60歳以上）経験者/第2･4金曜
日午後1時〜3時/いきいきセンター市川/月1,350
円/市川修謡会/☎335-7521加島
●中高年 大人のピアノレッスン/第2･4水曜日
午後4時〜8時/市川公民館/月2,700円/ブルーカ
ナリア/☎373-0230増田（夜間）
●抒情歌を楽しく一緒に歌いましょ/第1･3金
曜日午後2時〜3時30分/市川駅南公民館/入会
金1,000円、1回1,100円/抒情歌を楽しむ会/☎
392-6689古田
●初心者歓迎楽しくおケイコできる/第1･4水
曜日午後1時〜3時/富美浜地域ふれあい館/入会
金3,000円、月3,000円/琴宵会（きんしょうかい）/
☎080-1354-5379谷戸
●箏を弾く、合奏を楽しみましょう/第1･3木
曜日午後1時〜4時/市川駅南公民館/入会金
1,000円、月4,000円、会場費月500円/箏グループ

「優」/☎090-1619-5314中原（昼間）
●和みのカラオケ（60才以上）/第1〜4金曜日
午後1時〜3時/いきいきセンター塩浜/入会金500
円、月300円/にこにこ会/☎357-9251小原

書道・絵画
●楽しい絵手紙（60才以上）/第2･4木曜日午前
10時〜正午/いきいきセンター塩浜/3カ月1,000円
/絵手紙同好会/☎356-9932中林（昼間）
●水彩･油彩･デッサン･スケッチ/月6回（水･木･
土各2回）午後3時〜6時/勤労福祉センター分館/
入会金2,000円、月4,000円/アートルームミドリ/☎
090-6521-9206伊藤
●水彩画などを楽しむ 初心者歓迎/第2･4金曜
日午後0時30分〜4時30分/柏井公民館/入会金
1,000円、月2,000円/彩友会/☎338-1849高橋

その他
●子ども工作教室のお手伝い募集/第1火曜
日午後7時〜8時30分/中央公民館/市川住宅リ
フォーム相談協議会/☎702-3972栗山
●老壮者の知識向上と親睦/第2･4金曜日午後1
時30分〜3時30分/中央公民館/半年4,000円/
市川中央老壮塾2期生/☎333-2686杉山（夜間）
●菊花栽培を楽しみませんか。/第2土曜日午後
1時〜3時/西部公民館/年会費3,000円/西部菊
盛会/☎372-5857池田
●俳句会/第3月曜日午後1時〜4時/南行徳市民
談話室/月1,000円/さざんか句会/☎337-7003
山口

日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所講師講内容内

広報いちかわ　2018年（平成30年）5月5日　No.159111 広場・文芸

　市では、今年も広島・長崎で行われる「平和記念式典」へ平和の願
いを込めた｢千羽鶴｣を送るため、折り鶴と短冊を募集します。

市民活動事業補助金対象

募集期間 ６月１日（金）～２９日（金）
千羽鶴の束ね方 束の長さ＝１５０セ
ンチメートル以内、束の幅＝２５センチ
メートル以内（丈夫な糸を使い、下から
抜け落ちないよう工夫してください）

市役所仮本庁舎・行徳支所・大
柏出張所・市川駅行政サービスセン
ター・南行徳市民センターの窓口に
設置の折り鶴専用箱に持参

☎７１２-８６４３総務課

平和の折り鶴（千羽鶴）の募集



広
報

広告

市では有料広告を掲載しています。なお広告内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。詳しくは広告主にお問い合わせください。

「マイタウンいちかわ」 「マイタウンいちかわ」の過
去の放送内容は、 市公式
YouTube チャンネル（二次
元コード参照）から。

5月5日（祝）〜11日（金） 5月12日（土）〜18日（金）

子 育 て ナ ビ特集 市 川 と ま と特集J:COM 市川（CATV）
デジタル11ch  〈広報広聴課〉

市広報
番組

9：00  12：00　20:00  23：00放送
時間

　 ☎０４７-７１２-８６３３広報広聴課
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市公式フェイスブックに掲載した
市内の話題・出来事をお届けします。

市公式フェイスブックで よりタイムリーな情報を
https://www.facebook.com/city.ichikawaトピックス

８,２０６人（4月19日現在）

〈広報広聴課〉

市川市役所フェイスブック 検索

公務員としての矜
き ょ う

持
じ

を胸に
散る桜を楽しみながら 4月1日

花の名は。 4月5日道の駅いちかわ GRAND OPEN 4月7日

4月2日

　今年度で、広報広聴課に在籍して○年目
になりました。今回の人事異動で、「今年は
異動するから」と毎年言い続け、オレオレ詐
欺ならぬ「異動するする詐欺」と言われた
先輩がついに異動しました。私もいつまで

この課にいられるか分かりません。せっか
く市の情報に幅広く接することができる課
にいるのだから、市内の行事やスポットな
どは、できるだけ自分の目で見ようと思っ
ています。と言いながら、今号表紙の長田

谷津。実は今回初めて谷津全体を回りまし
た。谷になっているので、周囲のまち並みか
らも隔絶され、ここが市内だということを
忘れてしまいます。これからの季節、新緑ま
ぶしい長田谷津を訪れるのが楽しみです。

市川市住民基本台帳人口（3月31日現在） ▶ 485,767人　男 246,671人  女 239,096人  241,371世帯

　凛
り

々
り

しい表情、ちょっと緊張している
表情。
　4月2日、市役所仮本庁舎で新規採

用職員の辞令交付式が行われました。
　「公務員としての矜持を胸に、しっかり
と仕事に取り組んでほしい」と訓示され

たとおり、自信を持って、地
域に寄り添って、心穏やか
に、心豊かに。
　その若い力を、安心して
暮らすことができるまちづく
りに生かし、市川市を支える
人材に育っていってくださ
い。
　市民のみなさまへ。この
新人たちをどうぞ温かく見守
り、厳しく導いてください。

　4月1日、いちかわ真間川
堤桜まつりのオープニングイ
ベントが行われました。
　鬼越駅近くの消防局から
菅野終末処理場までの真間
川沿いに、桜マルシェ、スイー
ツマルシェ、遊びの広場など
が点在し、お花見をしながら
巡ることができました。
　また、今年真間川に設置
された川床では、川の真ん中
から桜を見上げるという、普
段できない体験ができまし
た。
　たくさんのご来場ありがとう
ございました。

　白くかれんな花が満開に
なっています。これは市川市
の特産の一つ、梨の花です。
　桜のあとは梨が花咲く季
節になります。
　梨農家の方に伺ったとこ
ろ、開花が「例年より１週間は
早い」とのこと。農家のみなさ
んは、今年もおいしい「市川の
なし」ができるよう交配作業に
取り組んでいます。
　夏に食べる瑞 し々い梨が
今から待ち遠しいですね。

　都心に一番近い「道の駅いちかわ」が
４月7日GRAND OPENを迎えました。
　道の駅いちかわには、イタリアンレス
トラン、千葉県や
市川市の特産品
が買えるショップ、
カフェ&珈

コ ー

琲
ヒ ー

焙
ば い

煎
せ ん

所などが入ってい
ます。
　初日からたくさん
の方を迎え、さまざ
まな感想やご意見
をいただいていま
すが、そうした声を
生かしてみなさん
に愛される道の駅

にしていきます。
　お友達や家族を誘ってぜひお気軽
にお立ち寄りください。

eモニに登録をeモニに登録を
　e-モニター制度（eモニ）は、登録者にメール
で市からアンケート等を配信し、みなさんの声
を広く集めて市政に反映していくものです。
　回答ごとにポイントがたまり、市の施設で利
用できる「エコボ満点カード」と交換できます。 

■登録できる方
国内在住の16歳以上の方で、インターネット及び電子メー
ル（スマートフォン・携帯電話を含む）の使用が可能な方
■登録方法は2通り
◎ 市川市  eモニ で検索
https://www.e-moni.city.ichikawa.
chiba.jp/em/
◎二次元コードを読み取り、
em@e-moni.city.ichikawa.chiba.jp
に空メールを送信。

（事務局から会員登録のため
のメールを送ります）

☎７１２-８６３４ eモニ事務局
（広報広聴課内）


